
2024年度 前期 在宅看護学講座 

 

【キャリア体験実習】 

Ｒ6．7．2（火）～７．4（木） 

  在宅看護学講座では「もみじ訪問看護ステーション」「ものがたり訪問看護ステーション」 

「富山県立中央病院 6 階南病棟」の 3 か所に実習に行ってまいりました。 

事前学習を行った後実習に臨み、看護実践を見学しながら、多くのことを学び一回り成長してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

                                         

 

                                       

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・何気ない会話を行いながらコミュニケーションをとっていた 

・表情や口・目の動きなど細かいところまで観察してコミュニケーションをとっていた 

・本人の様子を察して相手に合わせた声のトーンで声かけを行っていた 

・一人一人に合わせた看護を提供していた  

・ご家族も医療処置を行っていることを知り、在宅看護は家族とも連携していると思った 

・利用者だけでなく、家族も対象者として捉えていた  信頼関係を構築していた 

・家の中にはより良い看護が提供できるように工夫が凝らさせていた 

・信頼される看護師は優しいだけでなく、看護の専門的な知識を持つことが大切である 

・確実な技術や正しい知識、鋭い観察力を持って、患者が安心できるケアを提供したい 

・多職種でおこなうチーム医療の意識を持って実践していた 

学びの報告会より 一部抜粋 

ものがたり訪問看護ステーション 

富山県立中央病院 



【トピックゼミⅢ】 

今年度の在宅ゼミの大きなテーマは「災害看護」についてです。 

この中から、学生自身が調べてみたいことを掘り下げ、主体的に学習を重ねていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
課題レポートから 

『日本の避難場所の現状と対策』 

『海外と日本における TKB の比較』 

『大規模災害時の保健医療福祉活動に係る体制の整備について』 

災害医療における多くの課題とその解決策について深く学ぶことができた 

災害時の医療体制がどのようになっているのか知ることができた 

被災後の生活環境や食事などが災害関連死に大きく関わってくる 

長期間の避難生活に向けた準備を普段からすることが必要である 

行政が民間と連携を取り、多くの団体が迅速に対応をできるような仕組みが出来ればよい 

グループで調べ合うことで、閃きや関連性を深めることができた 


